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一バ ルザ ック 『不老長寿 の霊薬』 をめ ぐって一
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は じめに

『不老 長寿の霊薬』 は恐 ら く小 説家バ ルザ ックの作 品の中で最 も 「幻想 的」 な ものの一

つで あろう。 この短編 におい ては、 さまざまな超 自然的 な、現 実離れ した要素が際立 って

いる。 とい うの も、物語 の主題 が 「不 老長寿の霊薬」で あ り、その液体 はそれ を使用す る

者が死 か ら甦 り、第二 の人生 を送 るこ とを可能 にす る。そ して実際 に物語の 中で は、薬の

効力 によ り一度死 んだ人物が再生す る場面が見 られるのである。 また この短編小説 はバ ル

ザ ックによる ドン ・ジュアン伝 説の語 り直 しで あ り、彼 はフラ ンスで もモ リエー ルな どの

伝統 を もつ この登場人物 に、女証 しとは また違 った面 を強調 した独 自の人物像 を与 えた1)。

物語 の舞台 は作者 の生 きた19世 紀 フラ ンスか らは時 間的に も空間的 に も離 れてい る。話

の中では明確 に され ないが、背景 は恐 らく16世 紀 であ り、主人公 の ドン ・ジ ュア ン ・ベ

ルヴィデ ロは生涯 の大半 をイタ リアで過 ご し、六十歳 になってか らスペ イ ンに定住す る よ

うになった とい う2)。
へ

しか し作者 自身によれば、この物語は 「若い娘たちを喜 ばせ るために、どの作家 もお
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

どろお どろ しい作 品 を もの していた1830年 に流行 った冗 談めい た作 品 の一 つで はない」

(p.473)と い う3)。 そ して彼 は次 のよ うに続 けている。「読者 であるあなたが ドン ・ジュア

ンの優雅 な父親殺 しの物語 に差 しかかった ら、 ほぼ同様 の状況 において、 この19世 紀 に、

受給者が カタルにか かるだろ うとい う想定の もとに終身年金のお金 を受 け取 る実直 な人 々

や、余生 の問 とい う取 り決めで年老いた ご婦人 に家 を貸 した りす る人 々が取 る行動が どの

よ うな ものか を想像 してみ て はいかが な もの か?」(p.473)。 これ らの文章 は、作者 が

「読者へ 」 と題 して作 品の 冒頭 に置 いた端書 きか らの引用であ る。バ ルザ ックは さらに以

下 の ように付 け加 えてい る。「作 者が この 「読者 へ』 とい う古 い形 を、あ らゆる文学 形式

を尽 くそ うとす る場 である この著作4)に 残 そ うとしたの は、い くつかの研究、 とりわけこ

の作品 に表 された研究 に関連す る考察 を入 れてお くためであった」(p.474)と 。

す なわち、バルザ ックが この端書 きを冒頭 に置い たのは、「不老 長寿 の霊薬』 とい う幻

想的小説 の隠 された意味 を説 明するためだ と理解 で きる。 それはつ まり、 この作 品におい

ては、 この小説家の他 の作 品 と同様 に近代文 明、 とりわ けフランス革命後 に出現 した近代

社会 の有様 が問題 にな っている とい うことを表 している。それ に加 え、 この 「読者へ」 と
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い う1846年 の テクス トは、1830年 の原初 版 にお いて作 品の二つの章 の間に置 かれてい た

テクス トを書 き改 めた ものに他 な らない5)。 バ ルザ ックが この一文 を 「人間喜 劇』 版 にお

いて も、他の ほとん どの前書 きや序文 を削 除 したに もかか わ らず あえて残 した、 しか も作

品の 冒頭部分 に 「残 そ うとした」の は、作 者が それでなければ読者 の 目に とま らないで あ

ろう、 この作 品の深い意味合 いを明 らかに しようとしたので はないか と考 え られ るので あ

る。

したが って、 ここで は次の ような問題提起 を行 うこ とがで きる。す なわ ちこの幻想的短

編 におい て、近代文 明のいかなる側面が喚起 されているのか?そ してバ ルザ ックは近代

性6)に つい ていか なる提 言 を行 ってい るのか?本 論 で はこ うした問題 に答 え るため に、

「読者へ 」の端書 きを物 語の内容 と比較 しつつ、 この作 品の象徴 的意味 を取 りだ してい こ

うと思 う。

1.近 代文明 と父親殺 し

それでは、今挙 げた 『不老長寿 の霊薬』 の序文 「読者へ 」について、 さらに詳 しく見 て

い くこ とに したい。 まず、 なぜ 「ドン ・ジュア ンの優 雅 な父親 殺 し」が19世 紀 フランス

にお ける 「実直 な人 々」の行動 を見通す こ とを可能 にす る と言 えるの だろうか。作 者が最

初 に例 としてあ げてい るの は、受給者が 間 もな く死ぬ ことを想 定 して終身年金のお金 を受

け取 る実直 な人 々や、余命 い くば くもない年 老い た女性 に家 を貸 した りす る人 々で あ り、

彼 は これ らの人 々につ いて、仮 に死 人 を甦 らせ る霊薬 があ った として も、「彼 らは 自分 た

ちか ら年 金の利益 を受 け取 る人 たちを生 き返 らせ よ うとす るだろ うか?」(p.473)と 言 っ

てい る。

バ ルザ ックは これ らの主張 に続 い て、 次 に家庭 の 内部 に問題 の軸 を移 し、 自分 の財 産

と比べ て あ ま りに も高価 な土地 を購 入 す る人 々の姿 を描 き出す。彼 らは 「論 理的 かつ冷

静 に八 十代 あ るいは七十代 に なった父親や継 母 の寿 命 をは じき出 し、 次の よ うに言 うの

で ある。 『三年 もしない うちに、私 は必ず遺 産 を相続す る ことになる。 そ うなれば……』」

(p.474)。 作 者 によれば、近代社 会 はこの ような人 々であふれ ている とい う。次の引用 を

見てみ よう。

さて、 これで読 者 の皆 さんに も、社会 の ただ中 に法律 や、道 徳や、習慣 な どに よっ

て、絶 えず親戚縁者 が死 んだ ときのこ とを考 え、それ を請 い望 む ようになる人 々が社

会の ただ中に数多存在す ることがおわか りになったのではないだ ろうか?(乃 ガ4.)

そして作者はこれ らの人々の口には出せない欲望を断罪するのである。「思考の中で犯 さ
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れる父親殺 しが どれほ どの数 に上 るかは神 のみぞ知 るである1」 吻 以)

それではこれまで見 て きた 「実直 な人 々」 の行動 を、物語 の中で ドン ・ジュアンが犯す

父親殺 しと比較 してみたい。 まず言 えるのは、 ドン ・ジュアン自身が 「思考の 中での父親

殺 し」 に関 して も、それ らの人々 よりもはるかに明 白な形で有罪である とい うことである。

とい うの も彼 ははっき りと自らの父親 の死 を願 っているか らだ。物語 は主人公 の住 む城館

にお ける豪華 な夜会 の場面 か ら始 まる。 この夜 会 には 「七人の浮かれ た女 たち」が侍 って

い た。 その 内の一人 が 「そ れであ なたのお 父様 はいつ お亡 くな りに なるの?」 と尋 ね る

と、 ドン ・ジュアンは次の ように答 える。

ああ1そ の話 は しないで くれ。世 の中 に永 遠 に生 き続 ける父親 はただ一人 しか いな

い。そ して不幸 に も私 はそいつ を父親 として持 っているの だ1(p.475)

だが、彼が犯す のは もちろん 「思考の 中での父親殺 し」 だけで はない。実際彼 は父親 を二

度殺す のである。最初 は思考 の中で、次いで行 動 によって。九十に もなる ドン ・ジュア ン

の父 が死 の床 にあって、彼 に霊 薬 の存 在 を明か し、全 身 にそ れ を塗 りつ け るよ うに頼 む

と、彼 は醒めた 口調で 「少 ししか残 ってい ない な」 と答 える。父親 は息子の この冷たい言

葉 の意味 を理 解 し、「彼 の唯一 に して最後 の幻 想 を失いつ つ」(p.481)死 んで い くので あ

る。そ して彼 は試 しに死 んだ父の右 の瞼 にその液体 を塗 ってみて、片 目が再 び開 くの を見

て取 る と、一瞬 「こいつ を殺 す のか?そ れは父親殺 しで はないのか?」 と自問す るが、

最後 にはこの 目をつぶ して しまう。

つい に彼 は 「血が 出なければいいのだが1」 とつぶや きなが ら立 ち上が った。そ して

卑怯者 になるのに必要 なだけの勇気 を振 りしぼる と、布 で押 さえつけなが ら、 しか し

そちらを見 るこ とはな く、その目を押 しつぶ した。(p.484)

この ドン ・ジュ アンの行 動で驚 くべ きは、 この父親殺 しが非常 な慎重 さを もって行 われ て

いるこ とであ ろう。確 か に彼 はこの罪 を実行 に移す まで に大 いにため らいはす るが、 しか

し霊薬 を試す前 に死体 とともに部屋 に閉 じこもり、そ して父親 の 目を押 しつぶす こ とを一

旦決心 したあ とは、血が飛 び散 らない ように布 を利用 しさえ しているのである。す なわち

ドン ・ジュアンは、 この犯 罪 を意識的 に しか も計画的 に行 ってい る。一方近代人 はそ れを

はっき りと罪の意識 を持 たず に行 ってい るとい うことである7)。

しか し、 ドン ・ジュア ンの父親殺 しと、近代社会 の一般人が行 う父親殺 しの間には、程

度 の差 があ る として も、 これ ら二 つの父親殺 しは本質 において 同一 であ る。 したが って、
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この物語 で描か れる ドン ・ジュアンの行為 には、近代人の行動の 隠された意味 を明 らか に

す るとい う機能が あるように思 われる。

こう してわれ われ は、父親殺 しが近代文明 にお いて本質 的な役割 を担 っている とい う結

論へ と導 かれるので ある。息子 による相続 は、父親の死 を通 してのみ可能 になる。言 いか

えれ ば、 自 らの存在 を確 か なもの にす るため に、息子 は父親 を殺 さなければ ならない8)と

い うこ とであ る。そ して物語 の中の ドン ・ジュアンもまた、父親の死 を確か な もの にす る

ため に大 いに気 を遣 っている。彼 はその 目的 のために立派 な碑 を建 て さえ してい るので あ

る。

ドン ・ジュ アン ・ベルヴ ィデロは敬慶 な息子で通 っていた。彼 は父の墓の上 に白大理

石 でで きた碑 文 を建 立 した。[…]彼 が ようや く完 全 に心の平 静 を取 り戻 したの は、

神の前 にひざまず く父の像が、その圧 倒的 な重みで墓穴 を塞 ぎ、彼の心 をかすめ た唯

一の良心の疹 きをその穴の底 に葬 り去 った 日の ことであった
。(p.485)

ドン ・ジュアンにとって、それは彼 自身の世代 を打 ち建 て、それ を肯定す るこ とに他 な ら

ず、引用文 の最後 の一文 は この点 において とりわけ象徴 的で ある。 しか し最初の一文 もそ

れ に劣 らず重要 な意味 を持 っている。 とい うの も、最 も荘厳 な形で父の死 を確 かめ る息子

が、「敬 慶」である と見 なされるか らで ある。

ここで 「読者へ」 の序文 に戻 るな らば、 この父親殺 しの概念 は社会 的次元 も持 っている

ことがわかる。それ は次の引用 を見 ればよ く理解 で きるだろう。

何人かの哲学者の言葉に従 うなら、進歩の道を歩んでいるとされる人間社会は、他人

の最期を待ち受ける方法を善への一歩 と見なしているのであろうか?そ の技術は人

の死を生活の糧 とする尊敬すべ き仕事の数々を生み出したものである。ある種の人々

は他人の死を待ちかまえるのを職業 としてお り、それを予期 し、毎朝のように死体の

前にうず くまるのである。(p.473)

ここで興味深い のは、「進歩」 の概念が喚起 されているこ とである。「進歩の時代」 とは明

らか に近代 、 とりわけバルザ ックにとっての同時代 であ る19世 紀 を指 してい るように思 わ

れ る。その時代 にお いて も、物語の 中で父親 の死 を待 ち受ける ドン ・ジュア ンのよ うな境

遇 はな くならない とい う。それ どころか、それ は技術 とな り、職業 となって洗練 され てい

る とい うのであ る。 バ ルザ ックの この序 文 にお ける主張 の核心 は、物 語 におけ る ドン ・

ジュア ンと近代人の 間に 「どの程度の類似性が存在 するか」 を意識 すべ きだ とい うことに
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他 ならない。

もちろん上の引用 には皮 肉が含 まれてお り、「他 人の最期 を待 ち受 ける方法 」 は 「善へ

の一歩 」で はあ りえないのだが、 こう した 「技術 」あ るいは 「科 学」(こ の語 は原 文で は

scienceと なっている)は 、進歩 には不可欠 の 「必要悪」である とい うのが作者 の考 えだろ

う。テ クス トの言 わん としているのは、近代性 その ものが この 「父親殺 し」の原理の上 に

立 ってい るとい うことであるように思われる。 この ように考 えて きて初 めて、「読者へ」の

結論 となる次の引用の意味合いが理解 で きるようになる。

ヘ ヘ

ヨー ロッパ文明の全体が、 あたか もそれ を中心軸 として巡 るかの ように、世襲の概念

に拠 って立 っている。それ を廃 そ うとす るの は狂気 の沙汰 であろ う。 しか しわれ われ

の時代 の誇 りとなってい る機械の ように、 この必要不 可欠 な歯車仕掛 けを より完壁 な

もの にする ことはで きない ものか?(p.474)

しか しこれ まで見て きた こ とは一面で しか な く、実 はこの作 品が提起す る問題 には もう一

つ の側面 が あ る。バ ルザ ックが この 「世襲 」(彼 は大 文字 でHEREDITEと 書 い てい る。

社会 的には 「世襲 ・相続」、生物学的 には 「遺伝 」の意味が ある)の 概念 に与 えた意味合い

をよ り明確 に理解す るためには、その もう一つの側面 を見 てい く必要が あるだろ う。それ

を次の節で扱 いたい。

2.父 と子 の生存競争

ここまで進めて きた分析 か ら見 る限 りで は、「父親殺 し」 とい う概 念 を とくに近代社 会

に適用す るのは多か れ少 なかれ行 き過 ぎに思 われるか も知 れない。 とい うの も、 むろん父

親 の死が必 ず しも 「殺 人」 を意味す る ものでは ないか らで あ る。確 かにその通 りだ。 だ

が、 もしこの 「世襲」 とい う問題 を反転 させて、 これ を父親の側か ら検討す るな ら、父親

もそ う易 々と息子 に殺 されて はい ない し、一見そ う見 えるほどには父親の方 も清廉潔 白 と

はいか ない ことが わか って くる。

作者 に よる端書 きであ る 「読者へ」 におい ては、父親の態度 につい ては一箇所で しか言

及 されていない。 しか しこの 問題 をさ らに掘 り下 げるためには、 この序文 のテキス トをさ

らに深 く検討 し、それ を越 えた ところまで進 んで行 かな くてはいけないだろ う。 まず はそ

の問題 となる一文 を見てみ ることにす る。

人間の良心を斜酌 し判定する立場の人々には、 ドン ・ジュアンと、相手の平均余命を

もとに子どもを結婚させる父親との間にどれほどの類似性が存在 しうるかを検討 して
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い た だ き た い もの で あ る 。(p.473)

近代社会 における普通 の父親 と ドン ・ジュアンの 問に存在す る 「類似性」 につ いては、の

ちほ ど再 び触 れるこ とにす る。 しか しすで にこの文 において、父親の行動 についての作者

の意見 は十分 に明 らかである と言 うこ とが で きよう。子 ど もを思惑通 りの相手 と結婚 させ

ようとす る父親の態度 に見 られ る もの は、家 門の誇 りのため に子 ど もの幸福 を犠牲 にす る

とい う父親 のエ ゴイス ムであ る。 さ らに言 うと、 この父親 の欲望 は、 自 らが生 き延 び た

い、 自 らの思惑 に子 どもを従 えることによって生 きなが らえたい とい う父親の欲望 に他 な

らないの であ る9)。 こう した父親の エ ゴイスム は、「読者 へ」 のテ クス ト以上 に、 ドン ・

ジュアンの物語 の中において より完全 な形で表現 されている。

最 初 に指摘 しておか な くて はな らない のは、 この幻想 的物語 にお いて は、父親 の 「甦

り」が、超 自然的 な霊薬 の力 に よって文字通 り実現 している ことである。 しか しなが らこ

こで父親が蘇生す るためには、死 んだ体 に液体 を塗 りつける よう息子 に頼 まな くてはな ら

ず、 この物語 に登場 す る父 親 たち、 す なわち ドン ・ジュア ンの父 親バ ル トロメオ ・ベ ル

ヴィデロ と、次 に父親 になった ドン ・ジュアンは、復活 を首尾 よ く成 し遂 げるためにあ ら

ゆる方策 を尽 くす のである。バ ル トロメオは息子 の ドン ・ジュア ンにあ りうる限 りの放蕩

を許 し、人の好い、寛大 な父親の役 目を演 じる(p.477)の だが、 こうした善 良 さが 自らの

利益 を考 えた もので あるこ とは容易 に理解 で きる。 さ らに彼 は次 のような言葉 を息子 にか

けるのである。 「お前 にはず っとこんなに優 しくして きたのだか ら、お前が私の死 を願 うこ

とはある まい」(p.479)と 。 だが上で見 た ように、息子 は これ に 「少 ししか残 ってい ない

な」 と冷 たい返事 をす る。 ここでのバル トロメオの反応 は、恩 知 らずの息子 に対す る父親

の感情 をよく表 してい ると言 えるだろう。

息子 の心 の中に安 らぎの場所 を求 め ようとした父親 は、そ こに普通のいか なる人 間が

死 に際 して掘 る よりもずっ と虚 ろな墓穴 を見出 したのであ った。(p.481)

やが て ドン ・ジュアン もまた彼 の代 になって父親 となるが、バ ル トロメオと同 じ失敗 を重

ねないために用心 の上 に も用 心 を重 ねる。

彼 の父 であるバ ル トロメオが犯 したあ らゆる失敗 か ら学 んだ ドン ・ジュア ンは、晩年

のあ らゆる些細 な行動 を も、彼の死 の床 で演 じられるであろ う ドラマ を成功 させ るた

めに役 立て ようと決心 した。(P.488)
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とい う。彼 は 「父親 としての行動 の指針 」(p.490)を 定め、子 ど もの教育 に際 して は厳 し

さ と優 しさを巧み に組み合 わせ ることに した。時 には息子 と妻の献身的 な態度 に疑 いの 目

を向 けて責 め立 て、時 には優 しい言葉 をかけた りした。 テクス トの説 明す る ところに従 え

ば、 こう して 「彼 は妻 と息子 を寝床 の枕 元 に鎖 でつ ないだ」、 そ して この行動 の指針 は

「昔彼の父親が彼 に対 して適用 した指針 よりもはるかに うま く作 用 した」(伽 記)と い う。

バ ル トロメオと ドン ・ジュァ ンとい う二人 の登場 人物 が取 った行動 は、父親が息子 に対

して取 る態度 の両極端 を表 している。父親 は場合 によっては優 し く寛大 に もなる し、 ある

い は陰湿 で厳格 になる こともあるだろ う。 しか しこれ らがいずれ も利 己主義 的であるこ と

ははっ きりと理解 で きる。 この物語 において、バル トロメオの罪は決 して息子 に比べ て軽

い わけで はない。いや ある意味、息子以上 に罪深 い とさえ言 える。 とい うの も、ベ ルナー

ル ・ギ ュイヨンが述べ てい るように10)、 ドン ・ジュア ンの魂 を育 てたのは彼の責任 だか ら

であ る。

一方、社会 的側面 の方に 目を転 じるな ら、 この ような生 き残 りを望む父親像 に対応す る

もの は何 だろうか。人間が よ り多 くの 自由 と独 立 を獲 得す るの を妨 げる もの、社 会の進歩

を引 き留め る もの、それ は伝 統であ る。あ るい はバルザ ック自身が この短編の 中で使 って

いる表現 によるならば、歴 史、法律 、宗教 である11)。す でに 「読者へ 」において見 た よう

に、人 々が 「親戚縁者が死 んだ ときの ことを考 え、請い望 む ようになる」の は 「われ われ

の法律 や、道徳 や、習慣 な どに よって」(p.474)な のであ る。 これ らの要素全 てが近代人

にの しか か り、彼 らを従 えよ うとす る。 それ は家 門 にか け られ た呪い の ような もので あ

る12)。

ここで興味深 いのは、 「読者へ」 の原形 となる1830年 のテクス トにお いて、バ ルザ ック

はこの ヨーロ ッパ文明 におけ る状 況 をアメ リカ合 衆 国のそれ と比較 してい ることであ る。

この比較 を見れば、問題 はさらに明確 になるだろ う。

すべての市民が 自らの財産を自分の思 うように使うことができる国が世界には存在す

る。それは最 も甘美な感情の問に金銀の壁を気付 く必要がない唯一の場所なのだ。ワ

シントンではこの原則は極めて単純なものであるが、 しか しヨーロッパでは文明の全
ヘ へ

体が世襲 とい う一つ の軸 に拠 って立 っているのだ。(プ レイヤ ー ド版 「注 と異文」、前

掲書、p.1432)

ヨー ロ ッパ にあ って アメリカには存在 しない もの、それ は財産の相続 だけで はな く、世代

か ら世代へ と受 け継 がれるあ らゆる ものである。 そ して ヨー ロ ッパで はこれ ら全ての関心

事が近代人 を縛 る範 となるのである。
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こ うして、世襲の法則 をめ ぐる闘争 とい う概念 が導 き出 される ことになる。そ れは 自ら

の規則 を息子 たちに押 しつ けて彼 らを従 えたい と考 える父親 たち と、 これ らの制約か ら逃

れ て自由にな りたい と考 える息子 たちの争 いである13)。 あるいは別 の言 い方 をす れば、二

つの世代、古 い世代 と新 しい世代 の争 いであ るとい うこともで きる。 この世代 間の争 い と

いう考え方は、前書 きにあ る次の文 に も見出す ことが で きる。

ある年老 いた女 に1000エ キュの終 身年金 を支 払 わね ばな らない一人 の男 がい ると想

像 して もらいたい。彼 らは二人 とも田舎 にお り、小 川 を隔ててその両岸 に暮 らしてい

る。 しか し彼 らは人付 き合い に必要 とされ る礼儀作法 を欠 くこ とな しに心の底か ら憎

み合 うほ どには、お互いの ことをよ く知 らないでい るとしよう。[…](p.474)

物語 の登 場人物 たちの問 に繰 り広 げ られ る闘争 もまた、 隠 されてい るが確 かに存 在す る。

そ してや は り 「人付 き合い に必要 とされ る礼儀作法」 とい う、偽善的 なマ スクにおお われ

てい るの である。バ ル トロメオの利己主義的 な善良 さや、 ドン ・ジュアンの見せか けの優

しさについては、 これ まで も見 て きた とお りで ある。

さてこう した闘争 は、常 に双方の妥協の うちに解決 を見 る。父親 は決 して息子 を完全 に

従 わせ るこ とはで きない。 というの も彼 は少 な くとも肉体的 には死ぬ こ と、あ るい は殺 さ

れるこ とを受 け入 れな くてはな らないか らで ある。そ して息子 の方 も、恐 らくは自由を手

にす るか も知れ ないが、 それ で も父親 によ り押 しつ け られた規則 のい くば くか は受 け入れ

ざるをえない。す なわち相続 とい うこ とであ る。そ して息子 は必然 的に父親 とな り、 同 じ

ドラマに参加す ることになる。 しか も今 度は反対側す なわち守 る側 に立 って。

こ うして人 間は完全 に 「世襲」 とい う ドラマに支配 される ことにな り、 この運命 に引 き

ず られるこ とになる。 これ は近代性 の イメージその もの と言 うこともで きるだろ う。 そ し

て近代 において、 この定 めは世襲 の束縛 について回 り、 それを より強 固にす る 「金」 の力

によって、 より複雑 化 し、 より支配的な ものになるのである。

ドン ・ジュアン もまた この運命 を逃れ るこ とはで きない。上 に見 たように、彼の父親 も

「卓越 した知性 の持 ち主」で あったが、死 を免れ る ことはで きなか った。 そ して息 子で あ

る彼 もまた、莫大 な財 産 と不老長寿 の霊薬 の両方 を相続 して、父親 と同 じ賭 けを行 わな く

てはな らないのであ る。彼の晩年の数年 間は、死 とい うこの ドラマ を準備す るの に完全 に

費 や され た。 「ドン ・ジ ュア ンは彼 に残 された最後 の 日々 を年老 いた 田舎 司祭 の ように、

家庭 で何 の騒 ぎも起 こす ことな く過 ごさね ばな らなかった」(p.489)と テクス トには書か

れている。彼 も年 を取 り、衰 えを感 じるようになった。歯 は抜 け落 ち、手 は震 え、脚 は よ

ろめい た。彼 は 「無力 の叫 び」 を聞 くようになったが、 よ り恐 ろ しいの は不安 の 叫びで
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あっただろ う。

この男 に とって、最 高の皮肉は彼 自身が馬鹿 に してい る法律 や原則 を他人 に信 じ込 ま

せ るこ とで あったが、 その彼が夜 にな ると 「もしかす る と1」 とい う不 安 を感 じつつ

眠 りに就 くのであ った。(p.489)

とい う。

そ して最後 には彼 自身 もまた父親殺 しの犠牲 になるのである。彼 の息子 フィリップが父

親の死体 の頭 と右腕 を霊薬 で濡 らす と、息子 は首が一本 の腕 に絞 め られるのを感 じ、霊薬

の瓶 を取 り落 として しまう。瓶 は壊 れ、液体 は蒸 発 して しまった。 ドン ・ジュア ンはこ う

して不完全 な復活 しかで きなかった。 この場面 については、 フ ィリップは無意識 の うちに

父親殺 しを行 ったのだ と考 える ことが で きよう。 とい うの も、 これ によって父親の完全 な

復活 は永遠 に不可 能になって しまったか らであ る。

しか し小説家バ ルザ ックの創造 した ドン ・ジュアンは、ただ運命 に引 きず られ る人物で

はない。彼の 中には もう一つの側面があ り、それが彼 を して この運命 を否定せ しめ、世襲

の法則 に逆 らわせ るので ある。彼 にとって不 老長寿の霊薬 はこの挑戦 を行 うための手段で

あった。彼の父親 もこの 同 じ道具 を手 に したが、彼 はそれ を十分 に活用す るこ とがで きな

か った。 ドン ・ジュアンが この霊薬か ら引 き出す こ とので きる利益 を、父のバ ル トロメオ

よ りも十全 な形で知 るこ とがで きたの は、彼が この父親殺 しを明晰 さを もって行 うこ とが

で きたか らに他 な らない。 こうして、彼 の父親 の葬儀 のあとで、

彼 の心底か ら物事 を見透す眼差 しは、社会生活 の原則 を見抜 き、世界の全体 をいっそ

うよ く見据 えることがで きるようになった。 とい うの も彼 はそれ を墓 を通 して見 てい

たか らである。(p.485)

とい う14)。 と りわけ、霊 薬 の存 在 に よって死 か ら解放 され てい る と信 じ、彼 は時 間の概

念、そ してその結果 として全 ての人 間にの しかか る世襲 の法則か ら身を解 き放つ こ とがで

きた。

彼 は人 と物 を分析 し、歴史 に よって表 される過去、法律 に よって象 られ る現在、 そ し

て宗教 により開示 され る未来 と、一時 に決別す ることがで きたのである。(弼4.)

ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

そ してテ クス トは次の ように宣言す る。「彼 はこの ときか らドン ・ジュア ンとなったのだっ
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た」 励 顔(DONJUANは 原文 では大文字)と 。

彼が父親 の死 ののちに表明する もの、 それは一種 の絶対 的なエ ゴイスム とい うもので あ

る。父 親殺 しの前 で さえ も、 テクス トは彼 の 「恐 るべ きエ ゴイス ム」 につ いて語 ってい

た。 しか し彼 が本 当にエ ゴイス トとなるのは、彼 の父が完全 に死 んで か らの こ とであ っ

た。 とい うの も、彼 はこの時か ら生 きてい くため に父親か らの世襲 を必要す る ことはな く

なった か らであ る。 こう して、「彼 の恋 人が彼 に熱狂 し、夢 中 にな って 『私 たちが』 と

言 ってい るときに も、彼 は 「俺 が』 と言 っていた」(p.486)。 さらに 「ドン ・ジ ュアンに

とっては、世界 中が彼 自身であ った」 励 鼠)と も書 かれてい る。そ して このエ ゴイス ムの

極 まった ところで、彼 は自分の息子 を殺 そ うとさえす るのであ る。彼の頭 と腕が生 き返 っ

た ときに、その腕 はフィリップの首 を絞め よう とした。 これ は彼の父バ ル トロメオが、息

子の生 き方 を邪魔す ることな く生 きなが らえ ようとしたの とは対照的であ る。

物語 の最後 では、エ ゴイスムの頂 点 として、 ドン ・ジュア ンは神 を殺 し、 自 ら悪魔 にな

ることによって神 に取 って代 わろうとさえす る。 この点 において暗示的 なの は、彼 の部分

的 な復 活の あ とで、彼 の列 聖 の ミサ におい て、 ドン ・ジュ ア ンの 身体 が飾 り立 て られ、

「キ リス トの絵 画に代 わって祭壇 に置かれた」(p.493)と されてい ることである。 そ して儀

式の 間、彼 は神 を冒涜す る言葉 をわめ き続 け、最後 には彼の歯で、祭典 を行 っている最 中

の神 父 を噛 み殺 して しまう。 こ うして彼 は神へ の反逆者 に列 を連 ね る ことになるので あ

る15)。小説の テクス トは次の ように彼 を描写 してい る。

彼 は実際 にモ リエー ルの ドン ・ジュ ア ン、 ゲー テの フ ァウス ト、バ イロ ンのマ ンフ

レッド、マチ ュー リンの メルモスの ような人物の典型で あった。 これ らは ヨーロ ッパ

の最高の天才たちに よって描かれた偉大 なイメー ジなのである。(pp.486-487)

バ ルザ ックの ドン ・ジュアンはこの ように して、運命 や神へ の反逆 を企て る 「超人」の典

型 になる。 しか し最後 には この運命 に従 うことにな り、滅びてい くのであ る。

3.ド ン ・ジュアン と革命原理

ここまでバ ルザ ックによる序文 「読者へ」 と、 ドン ・ジュアンの物語の内部分析 に よっ

て、 『不 老長寿 の霊薬』 とい う16世 紀 を舞台 とす る小説 に明 らか に 「近代」への眼差 しが

含 まれ、 さ らにバ ル トロメオ、 ドン ・ジ ュアン、 フィリップの三代 にわた る世襲 ・相続の

物語 が、世 代 間の闘争 とい う主要 テーマ によって貫 かれてい るこ とを明 らか に して きた。

この作 品は、一見 した ところバ ルザ ックの同時代で ある19世 紀 とは遠 く離れ た時代 を描

いているので、従来 の研究 はバ ルザ ックに よる ドン ・ジュア ンの人物像 を、文学的伝統の
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中に位置づける試 みが多か った16)。

しか しこの物語 を全体 として眺め るなら、物 語 自体の構 成や登場人物 の造形 の中に、 さ

らに直接 的に近代 とい う時代 に通ず る要素 を見 出す ことがで きる ように思 われる。 とい う

の も、 この作品 にお ける ドン ・ジュアンの人物像 には、 フランス革命 のメタフ ァーを見 出

さないわけにはいか ない とい うこ とで ある。 この点 にはっ きりと言及 してい るの は、比較

的最近 の二つの研 究で、 ミシェル ・ビュ トール(1998)と ニ コル ・モゼ(2005)に よる もので

ある。 ここで はバルザ ックによるこの ドン ・ジュア ンの物語 の、歴 史的射程 について考察

す る。

小 説家で評論 家で もあ る ミシェル ・ビュ トール は、 『バ ルザ ック につい ての即興』 と題

された3巻 の評 論集 の第1巻 『商人 と天才』 におい て、「バ ルザ ックに とって、 同時代 の

社会 は父親殺 しの社会 である」 ことを指摘 し、 さらに 「父親殺 しのテーマ は明 らか に政治

的射程 を持 っている。 とい うのは、それはルイ16世 の死 を喚起す るか らであ る」17)と述べ

てい る。す なわ ち、 ドン ・ジュ ア ンに よる父親 殺 しは、 フラ ンス革命 の最 中 に行 われ た

1793年 のル イ16世 の処刑 と密接 な関係 が ある とい う。 これ をつ きつめれ ば、 ドン ・ジュ

ア ンの父親 であるバ ル トロメオは革命前 の旧体制 を体現 し、 ドン ・ジュアン自身 は革命以

後 の体制 を象徴 している と言 えそ うで ある。 しか しこの物語 を歴史的状況 にあま りに直接

的 に、性急 に当て はめる ことは避 けなければ な らない。バ ルザ ックはこの作 品 におい て、

具体 的な歴史 的事 象 に物語 をあてはめ るの ではな く、革命 か ら19世 紀へ と至 る時代 の本

質 を描 こ うと してい ると考 えるべ きだ ろう。 ここでは物語 の内的 な論理 をさらに探 る試み

を続 ける。

バ ル トロメオ と ドン ・ジュ アンの関係が、父親殺 しあ るい は王殺 しとい う事件 をはさん

で、革命前 と革命後 の フラ ンス社会 の関係 を表象 している ことは確認 で きるだろ う。 その

意味 では、ニ コル ・モゼが 「バ ルザ ックの想像世 界 はまだ非常 に近 い過去 と近代 とい う、

二つの世界の接点 に位置 してお り」、バ ルザ ックの書法が 「1793年 、1815年 、1830年 とい

うような 『時代』 の傷 口を支点 とす る、過去 と現在 の永遠 の往復 運動」18)であると指摘 し

てい るように、 この物 語 もまた、バ ルザ ックが革命 とその後の社会 とい う 「近代」 を描い

た作品の一つである と言 うことが で きるだろ う。

さ らに言 えば、 フランス革命 前の旧体制の社 会 は封建制 の社会 であ り、そ こで は王や貴

族 の家系 を継続す なわち再生 産 させ る ことが最大 の関心事 であ った。 これ もモニク ・シュ

ネーデルが 「同一性 の情熱」19)と呼 び、モ ゼが 「封建 的家系 は安定 した社 会 を暗示す る再

生産=交 替 を狙い とす る」20)と述べ ている通 りである。 それ に対 し、革命 は先立つ世代 と

の断絶 あるいは不連続性 を意味す ると考え られ るであろ う。 ビュ トール もまた、旧体制の

最 も重要 な考 え方が、父親 と息子 の間には 「血」 とい う根本 的なつなが りが あ り、それ に
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よ り父親が息子 の中に生 き続 けると書 いている21)が 、その点か らす る と ドン ・ジュア ンが

父親殺 しを決行す る時 に、「血が出ない ように」(p.473)布 で押 さえなが ら甦 った父親 の 目

をつぶ してい るの は象徴 的である。す なわち彼 はここで父親 の 「血」 を封 じる ことに よっ

て、前世代 との断絶 をよ り確 実な ものに したのだ と解釈す ることがで きるのであ る。

以 上か ら、 「不 老長寿 の霊 薬』 における ドン ・ジ ュアンは、革命 原理 を体現す る人物で

ある と言 うことがで きる。そ して この ことは、彼 の人物像 に もさまざまな形で書 き込 まれ

てい る と考 え られ る。 まず挙 げられ るのが、前節で も分析 した彼の絶対的 なエ ゴイス ムで

あろう。彼 は過去か ら未来へ と言 う時間の流 れ と決別する ことに よって、真 の ドン ・ジュ

ア ンとなった(p.485)と 書か れていた。 また彼 が時代 を超越 す る天才 の典型 として描かれ

てい る とい うの はすで に見た通 りだが、その直後 に彼 はフランス革命後の社会 を動か した

代表 的人物で ある ミラボ ーや、 ナポ レオ ンや、 タレー ラ ンに喩 えられ る(p.487)22)の で あ

る。 またそれ と並 行 して、革命 後の社 会 はエ ゴイスムと同時 に金が支配す る世の 中で ある

こ とが、 この作品で は示唆 されている ように思 われる。 ドン ・ジュア ンもまた、父親か ら

莫大 な遺産 を受 け継 いだに もかかわ らず 、霊薬 に より甦 るこ とを考 えて吝薔 に徹す る よう

になる。「彼 は二つの人生 を金で購 わなければな らないのではなか ったか?」(p.485)。 そ

してまた、「読者へ 」 にお いて描 かれ た近代 の父親殺 しが、つね に遺産相続 を目的 として

いた ことを思い 出そ う。 これ らは まさにエ ゴイス ム と金が 支配す る革命 後 とりわけ19世

紀 の フランス社 会 を映 し出 してい る ものだ と言 えない だろ うか。「読者 へ」 に描 かれた父

親殺 しは罪 としては軽 い ものであ り、それ は主 に財産 を 目的 とす る ものであ ったが、 その

全 ての起 源 となるのはル イ16世 の処刑 とい う大 きな犯罪 であ り、 このい わば原初 の父親

殺 しの影響 が社会 全体 に及 んだ と捉 えることがで きるだろ う。

そ して ドン ・ジュア ンもまた、老い に迫 られ る と自 らを永続 させ るこ とを望 む。そ して

霊薬 に よって復活す る とい う希望 を息子 の フィリップに託す こ とになるのだが、 この息子

もまた さまざまな面で、革命 による共和 政 とナポ レオ ン時代 に続 く王 政復 古の時代 を象徴

す るところが あるようである。 ここで もあま りに直接 的な対比 は避 けなければ ならないが、

フィリップが父親の策略 によって敬慶 な カ トリック教徒 に育 て られ た23)こ とも重要で あろ

う。 この点で、物 語 の舞 台が ドン ・ジュア ンの晩 年か らスペ イ ンに移 った こ とが 「効 い

て」 い る と言 うこ とがで きよう。スペ イ ンは ヨー ロ ッパ の 中で も、 と りわけ敬 慶 な カ ト

リック教徒が多 い国 とされている。 そ して フラ ンスにお けるルイ18世 とシャルル10世 に

よる王 政復古 の時代 は、王権 の復活 で ある とと もにカ トリックの復 権 で もあ ったので あ

る。

ドン ・ジュア ンは意識的かつ冷静 に父親殺 しを実行 して自分の時代 を招 き寄せ たが、息

子 のフィリップもまた、部分 的 に甦 った父親の腕 によって首 を絞 め られ る とい う抵抗 に遭
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い なが らも、やがて父親 に取 って代 わる時 を迎 えるようであ る。物 語の最後の場面 は、霊

薬 によ り復活 した ドン ・ジュアンの頭 と右 腕が暴虐 の限 りを尽 くし、最後 には ミサ を行 う

司祭 の頭 をかみ砕 いて しまうところ を描い てい るが、 それで もやが て父親 は死 に、 フ ィ

リ ップが跡 を継 ぐこ とは示唆 されている ように思 われる。上 に書 いた ように、 フィリップ

もまた薬瓶 を取 り落 とす こ とで父親殺 しを成 し遂 げたのである。 その意味 では、バ ル トロ

メオが死ぬ時 と、 この最後の場面が ともに饗宴 のお祭 り騒 ぎに彩 られ ているこ とは象徴的

で あろ う。片や七人の浮か れた女 に囲まれての酒宴 、片 や ドン ・ジュアンの復活 を祝 した

彼 の聖別式 とい うこ とになってい るが、 これ らはともに、父親殺 しの成功 と世 代交代 を祝

う儀式 と見なす こ とが で きる。そ して これ ら二 つの饗宴 は明 らか に対比 させ られてい る。

イザ ベル ・トゥルニエが指摘 す るように、 この作 品 は二つ の部分、二つ の物 語か ら成 り、

「一方では世俗 の饗宴 、他方 では宗教の饗宴が」24)見られ るとい う構成 を取 っている。 これ

もまた フラ ンス革命 とルイ16世 処刑 に続 く時代 の、宗 教否定 に基 づ く騒乱 と、王 政復 古

に伴 う王権 と宗教 の復活 を祝 う儀式(例 えば1824年 に行 われたシャルル10世 の ラ ンス大

聖堂 における即位式 のような)に 対応 してい ると考 え られよう。

それに して も、息子 フィリップが敬 度であ ると同時 に弱 々 しい人物像 に描かれ てい るの

も印象的 である。彼 は ドン ・ジュアンの脅 しの前 に母親 であるエ ルヴ ィラ とともに涙 を流

し、復 活 した父 親 の右腕 に首 を絞 め られて気 絶 す る(pp.489,492)。 こ う した こ とは、

フ ィリップに象徴 され る王政復 古 の時代 が脆弱 で長続 きしない こ と、やが て再 び ドン ・

ジュア ンのように強いエ ゴイス ムが支配す る時代 が戻 って くるこ とを予感 している と言 え

るのではないか。 「不老長寿 の霊薬』 が最 初 に雑誌 『ル ヴュ ・ド・パ リ』 に掲載 され たの

は1830年10月 、七 月革命 の三 カ月後 の ことであ ったが、 この物語 を書いてい る時のバ ル

ザ ックは、王政復古が最後 を迎 える顛 末を知 っていたのか どうか25)。

おわ りに 芸術 家 としての ドン ・ジュア ン

しか し、 ドン ・ジュアンのイメージが どの ような近代人のイメージに対応 しているのか、

あるい は近代 に対 して、 この物語 は どの よ うな生 き方 を提唱 してい るのか を決定す るのは

容易 な ことで はない。 もし普 通の人 々が世襲 の法則 に従 い、「ブル ジ ョワ的幸福 」 に浸 り

つつ親戚縁者 の死 を待 つ者たちであ るならば、近代 の ドン ・ジュア ンは どの ような生 き方

を選ぶのであろ うか。

この問題 につ いて、無理 な解釈 を加 える ことはやめておいた方 がいいだろ う。 しか しこ

の作 品における ドン ・ジュア ンには少 な くとももう一つの側面が ある ように思 われる。 こ

れ まで に無神論者 として、絶対 的なエ ゴイス トとして、そ して革命原理 を体現す る人物 と

しての ドン ・ジ ュア ンを見 て きた。 だが もう一 つ、 この作 品 の 中で、 ドン ・ジュア ンが
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「天才 的人物」 あるいは 「卓 越 した人物」 として描か れている ことは改 めて指摘 しておか

ねばな らない だろう。 この時代の文学的背景 か ら判 断す る と、 これ らの表現 によって喚起

され るの は、創造者 のイメージ、す なわ ち芸術家 のイメージで はない だろ うか。 この仮説

に従 うな ら、なぜバ ルザ ックによって引用 された ドン ・ジュア ンに類 似 の人物 像 と して、

まず芸術作 品、 とりわけモ リエ ール、ゲ ーテ、マチ ュー リンなどの文学作品 に属す る もの

が挙 げ られていたかが理解 で きる。 もし芸術家が 、子 どもで はな く作 品によって永続性 を

獲得 し、社会 的制約 か ら解 放 され て生 きなが らえる者 な らば、 『不老 長寿の霊薬』 に体 現

され た ドン ・ジュアンは芸術家 のイメージに他 な らない。そ してこれ もまた、す ぐれ て近

代的 な芸術家 のイメージであ ると言 うことが で きよう26)。 この解釈か らすれ ば、不老長寿

の霊薬 その もの も、芸術家が このような永続性 に到達す るこ とを可能 にす るような芸術的

インス ピレーシ ョンのメタファーである とも考 えられるのであ る。

注

1)一 般 的 に ド ン ・ジ ュ ア ン す な わ ち ド ン ・フ ァ ン伝 説 は 、 ス ペ イ ン 名 家 の 息 子 ド ン ・

フ ァ ン ・テ ノ ー リ オ の 素 行 を 記 し た 『セ ビ ー リ ャ 年 代 記 』 の 記 述 を も と に し た テ ィ ル

ソ ・デ ・モ リ ー ナ の 劇 「セ ビ ー リ ャ の 色 事 師 と石 の 招 客 』(1625)が 大 当 た り を 取 っ た

の を 源 と し、 そ れ を モ リエ ー ル の 『ド ン ・ジ ュ ア ン』(1665)が 世 界 に 広 め た と見 な さ

れ て い る 。 そ れ 以 降 、 モ ー ッ ァ ル トに よ る オ ペ ラ(1787)や ロ マ ン主 義 時 代 の バ イ ロ ン

に よ る 風 刺 詩(1819-24)に よ っ て も語 ら れ て き た 。 ド ン ・フ ァ ン 伝 説 の 大 き な 流 れ は

五ンcツ010伽 漉 α 翫 勿673α1ガε,t7(1990)のDonJuanの 項 目 に 詳 述 さ れ て い る が 、 そ こ

で は バ ル ザ ッ ク の 『不 老 長 寿 の 霊 薬 』 は 「最 後 の 変 容 」 の 一 つ と し て 位 置 づ け られ て

い る 。 他 に 「集 英 社 世 界 文 学 大 事 典 』 第3,4巻(1997)も 参 照 。

2)物 語 の 冒 頭 に 近 い 部 分 に 「そ れ か ら 二 百 年 後 、 ル イ15世 の 時 代 」 と の 記 述 が あ る 。

Balzac,五E1㍑ ∫74610πgz∫6加6,in五 σCo〃z64∫6乃z6〃zα ガ〃6,6ditionpubli6esousla

directiondeP.-G.Castex,Gallimard,Biblioth6quedelaPl6iade,tXI,1980,p.476.ま

た ド ン ・ジ ュ ア ン が ス ペ イ ン に 移 り住 ん だ と の 記 述 は 同 書p.488に あ る 。 こ れ 以 降 、

『不 老 長 寿 の 霊 薬 』 か らの 引 用 は 、 こ の プ レ イ ヤ ー ド版 の ペ ー ジ 数 の み を 示 す 。

3)し か し 『不 老 長 寿 の 霊 薬 』 が そ う し た 幻 想 ・怪 奇 小 説 的 な 側 面 も持 っ て い る こ と は 、

も ち ろ ん 認 め な け れ ば な る ま い 。 こ の バ ル ザ ッ ク の 作 品 は 当 初1830年 に 文 芸 誌 「ル

ヴ ュ ・ ド ・パ リ』 に 掲 載 さ れ た 。 ル ネ ・ギ ー ズ は 、 プ レ イ ヤ ー ド版 の こ の 作 品 へ の 序
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4)

5)

　6

　7

　8

　9

文 におい て、 当時幻想的物語の流行が続 いたのは、 この雑誌 の影響 による ところが大

きい と述べ てい る(前 掲書、p.466)。

こ こで プ レイヤ ー ド版注釈 の 「テクス トの成 立過程 」 に従 って、 「不老長 寿 の霊 薬』

の出版過程 を簡単 にま とめてお く(ρρ.c鉱,pp.1424-1425)。

1830年 雑誌 「ル ヴュ ・ド ・パ リ』1830年10月24日 号 に掲載

1831年 『哲学 的長編 ・短編小 説集』 第3巻(ゴ ス ラン書店刊)に 収録

1835年 『哲学研 究』 第5巻(ヴ ェルデ書店刊)収 録

1846年 『人間喜劇』 第15巻(フ ユルヌ書店刊)に 収録

ここでは、バ ルザ ックの作 品全集 としての 『人 間喜劇』 を指す。

この 「読者へ 」 と題 され た序 文 は、 「不 老長寿 の霊薬』 が、 フユル ヌ版 「人 間喜劇 』

第15巻 と して1846年 に出版 され た と きに、初 め て現 在 見 られ る箇 所 に置か れ た。

1830年 の 「ルヴュ ・ド ・パ リ』 版 において は全体 が二章 に分か れてお り、 この序文

の原形 となるテクス トが語 り手 の見解 として二つ の章 の問 に挿入 されてい た(cfプ

1/イ ヤー ド版 「注 と異 文 」、前掲 書、p.1425)。 この1830年 の テ クス トは、 プ レイ

ヤー ド版pp.1431-1432に 引用 されている。

そ もそ もフランス語 において、「近代性」 を意味す るmodernit6の 語 を最初 に用い た

のはバ ルザ ックであ る とされ る。バ ルザ ックは初期 小説 「百歳 の人』(1822)に おい

て、 この語 を時代 と しての 「近代 」の意味 で用い てい る(五6C翻 朋α加,inβ α1zα6,

∫)76〃zガ67∫70〃zα〃∫,6d.parA.Lorant,RobertLaffont,coll.《Bouquins》,1999,t.1,p.

948)。

1830年 の テクス トにお いて、バ ルザ ックはこれ らの実直 な人 々に よって犯 され る父

親殺 しが、 「許 され うる」(v6niel)罪 であ る と述べ てい るこ とを指摘 してお こう。「こ

れ らの許 され うる父親殺 しの数がいか ほ どの ものか は神 のみぞ知 るであ る」(「注 と異

文」、p.1431)。

ルネ ・ギーズ もまた この考 え方 を強調 してい る。「息子が生 きるため には父親 は死 な

ねば な らない とい うの は、 自然 の摂 理 で あ る と同時 に社会 の摂 理 で もあ る」(「序

文」、p.471)。

「人間が死 後 も生 きなが らえるために唯一与 え られた生理学 的手段、 それは息子であ

る」(ル ネ ・ギーズ 「序文」、p.470)。

10)「 もし父親が犠牲者 であ ると して も、彼 こそが本 当の有 罪人で はないだろ うか。彼 は

息子 の魂の責任者で はないのだろ うか。 この息子 にはあ らゆる常軌 を逸 した行為が許

さ れ て い るが、 そ れ も時 が 来 れ ば 必 要 な 行 為 を成 し遂 げ る た め な の で あ る 」

(BernardGuyon,《LeDoπ1π απdeBalzac》,五 ン1ππ66∂α1zαcガ6π〃6197Zp.18)。
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11)p.485.こ れ を含 む文章 はのちほ ど引用 する。

12)こ の ような遺伝 的な呪い の考 え方 は、恐 らくホフマ ンの 「悪魔の霊薬』(1829)か ら取

られ た ものであろ う。 とい うの も、 この作 品は 「遺伝 、 と りわ け人 を死 に至 らしめ る

遺伝の概念」(Ren6Guise,・Balzac,lecteurdesE1編7∫ 伽4∫ α∂16・,且4朋46∂ α伽c勧 〃6

1970,P.62)を テーマ としているか らである。

13)こ れ までの説明 に女性が 出てこない とい うこ とに恐 らく気付かれ たか も知れ ない。 ど

うしていつ も父親 と息子 だけが問題であ り、母親 と娘 はそ うで はないのか?こ の物

語 は決定的 に男性 中心で あ り、女性 の人物像 はほ とん ど出て こない と言 うこ とはまず

認め な くてはな らないだろう。 しか しルネ ・ギーズ は次 のように、正 しくも女性の重

要性 を強調 してい る。 「息子 の存 在 は女性 の存 在 を、す なわち男 は女 に依存 してい る

とい うこ とを暗示 してい る。 ドナ ・エ ルヴィラはフィ リップの母親であ る とい う以外

の機能 は持 たないが、 しか し ドン ・ジュア ンが ドナ ・エ ルヴィラを必要 としたこ とに

変 わ りはない」(「序文」、p.471)。

14)『 不老長寿 の霊 薬』 にお ける ドン ・ジュア ンの名 字 「ベル ヴィデ ロ」(Belvid6ro)は バ

ルザ ックの創 作 であ る と考 え られる。 これ は恐 らく 「よ く見 え る」 とい う意 味であ

り、 この引用 に見 られるような ドン ・ジュア ンの社会や人 間に対す る鋭い観察能力 と

関係 してい るので あろ う。

15)本 論考 にお いては、 この作 品にお ける ドン ・ジュア ンの無神論や反教権主義 について

分析す るつ もりはない。 とい うの も、 このテーマ はすで にベ ルナール ・ギュイ ヨンの

前 に挙 げた論文 の中で詳 しく論 じられているか らで ある。 ルネ ・ギーズが この作 品に

おい て、女性の誘惑 とい うテーマ以上 に無神論の テーマが優先 されてい るこ とを指摘

し、 この物語 を 「ドン ・ジュア ン神話の フ ァウス ト化」 と言 うべ き 「ロマ ン主義的潮

流」 の中に位置づ けてい る(「序文」、p.470)の は正当 なこ とであ ろう。

16)す で に何度 か引用 したB.ギ ュイヨンの論文 ・LeDonJuandeBalzac・,砂.6鉱 の他

に、 この論考 では取 り上 げないが、P.ブ リュネルの研究PierreBrunel,・Variations

balzaciennessurDonJuan》,五 二4〃〃46∂α19α6ゴ6朋61996PP.73-94な どもあ る。 これ

は 「不老長寿の霊薬』 を ドン ・ジュア ン伝説 の流れの 中に位置づ ける とともに、バ ル

ザ ックの全作品 の中に複数 の ドン ・ジュア ンの人物像が存在す るこ とを示そ う とす る

試み である。

17)MichelButor,∫ 〃ψ70刀ガ∫罐oπ∫∫π7-Bα伽6∫'五61吻 κ勿π46'16σ4痂,Editionsdela

Diff6rence,1998,p.361.

18)NicoleMozet,Bα1鯉66'16'6挽 ρ∫,ChristianPirot,2005,p.81.こ れはニ コル ・モゼが

バ ルザ ックの別の作 品 「呪われ た子』 を分析 して いる章 か らの引用 である。 『呪 われ

一40一



ドン ・ジ ュ ァ ン と近 代 性

た子』 もまた16世 紀 を背景 とす る幻想 的小 説で あるが 、似 た主題 を扱 いなが ら、霊

薬 とい う非現 実 的な道具立 て を使 わ ない と言 う点 で、物語 の展 開は 『不 老長寿 の霊

薬』 とはまた異 なる もの になってい る。

19)N.MozeU∂ 鉱p.82に 引用。

20)∫ ∂∫6孟,p.82.

21)M.Butor,ρ ρ.c鉱,p.364.

22)「 それ らは人 間にお いて存在 す る悪 の原理 が永 遠不滅 の もの とす る恐 るべ きイ メー ジ

であ り、そ の写 し絵 は どの世紀 に も存在す る。時 にはこう した典型が ミラボーにおい

て体現 し、人 との議論の場 に登場す る。時 にはボナパ ル トの よ うに沈黙の うちに行動

す るこ とで満 足す る。[…]ま たそ れ以上 に、人 も物事 も同時 に椰 楡 す る こ ともあ

る。 わが 国の最 も有名 な大使[=タ1/一 ラン]の ように」(p.487)。

23)「 彼 の息子であ る若 きフィリ ップ ・ベ ル ヴィデ ロは、父親 が不信 心で あるの と同 じく

らい に心の底か ら信心深 いスペ イ ン人 になった」(p.488)と あ る。

24)Balzac,ノV∂z躍 θ116s6'oo〃'θ∫云1820-18326dition6tablie,pr6sent6eetannot6epar

IsabelleTournier,p.607.こ の 新 し く編集 され たバ ル ザ ックの 中短編 集 にお け る、

トゥルニエ による 『不老長寿の霊薬』の序文か らの引用。

25)こ の作 品につい ては、物語 の原形 と思 われる手稿の断簡 は残 され てい るが、 その執筆

時期 は特定 され ていない よ うであ る(プ レイヤー ド版 「テ クス トの成立 過程」、前掲

書、p.1424)。 そ して筆者 の知る範囲で は、 この作 品の最初 の出版 が、七 月革命か ら

数 ヶ月 しか隔 たっていないこ とを指摘 した研究 はなか ったように思 われ る。

26)ド ン ・ジュア ンの性格が描写 され てい る部分 におい て、彼 は 「来世への望み を放棄 し

てい たので、あ る(聖 人 な どの)名 前 を聞い て被 り物 を取 るこ とも決 して な く、教会 に

ある石 の聖 人たち を芸術作 品 と見 な していた」(p.486)と い う記述 があ る。 これ もバ

ルザ ックが描 く ドン ・ジュア ンが、宗教か ら切 り離 され た近代的 な芸術観 を体現 して

いる証拠 と見 るこ とがで きるだろ う。
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